
一
念
発
起
し
て
、
こ
の
と
こ
ろ
早
朝
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す
。
道
す
が
ら
の

野
草
に
目
を
や

っ
た
り
、
畑
の
野
菜
の
成
長

振
り
に
感
心
し
た
り
、
時
に
は
公
園
に
立
ち

寄

っ
て
吟
を
回
ず
さ
ん
で
み
た
り
、　
”
早
起

き
は
三
文
の
得
“
を
稼
ご
う
と
目
論
ん
で
い

ま
す
。

”暑
く
“
そ
し
て

”
熱
か

っ
た
“
こ
の
夏
、

悲
喜
交
々
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
が
、

第  3 5 号

岳精流日本今院

新
た
な
拠
点
！
新
た
な
指
導
者
！
会
長
　
鈴
木
　
龍
成

九
月
の
初
秋
を
迎
え
る
と
と
も
に
新
し
い
歩

卸祉
嘲
請
、知
繁
封
ぎ
噺
酸
力ヽ員
“
″け
詠ッン

企
画
を
凝
ら
し
た
楽
し
い
会
が
催
さ
れ
る
の

議
精
絵
魔
報だ
今
奔
よ”却『
∞
鱒
口い
た
カ

平 成  2

千 代 口 岳

年  9 月

精 会 ■ 兼

の
も
と
、
吟
友
拡
大

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

手
茂

二
十

一
年
度
岳
精
流
指
標

ハ
が
た
ま
だ

す

。
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地
域
型
教
場
鎌
ヶ
谷
教
場

企
業
内
同
好
会
型
教
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

動
吟
錮
蹴
ぴ主
約
紳
ｍ減
以
稀
‐
ム慰
間
活

□
有
料
老
人
ホ
ー
ム

リ
準
報
は
ケ
昭
跡
麟
最
鍼
狙
脚
絨
れ瓶
奸
腱

で
助
か
り
ま
し
た
。

昨
年
は
五
月
十

一
日
、
今
年
は
五
月
十
七

日
に
十
名
の
参
加
で
実
施
し
年

一
回
が
定
着

力ヽし質
「参鋤
嫌
れ
ｋ
だ
輪
翻
Ｍ
江
在ヽ
経
”「

と
自
作
の
数
句
を
手
渡
さ
れ
た
の
は
感
激
で

し
た
。

地
に
足
を
つ
け
た
日
々
の
活
動
に
、
確
実

な
前
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

千
代
田
岳
精
会

選
抜
師
範
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

砒顔
生
的
開
め（珠ド
腿
城
鰤
凝
鈴．輝
舗
識
が

拠コ畑貯
論
淋
劃
考細
吐菱
加っま
疇
蔽
評
ゴ
れ．

は
れ
鐵ぽ
靱
切嘲
】
鵡
峰
に
昨和
黎
中
帷
卿

は
確
制
敬
赫
蔽
い
犯
枷
榊

つ簿り
“
融
』
締
ｒ
幣

こ
れ
等
の
方
々
が
指
導
者
と
し
て
力
を
発
揮

さ
れ
る
と
、
千
代
田
の
明
る
い
将
来
が
更
に

見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

『
邸
瓢
組
覇
剛

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
都
大
会

上
位
入
賞
の
小
林
俊
晴
、
林
龍
吾
の
お
二

人
は
七
月
五
日
船
の
科
学
館
で
開
催
の
東
日

本
大
会

へ
出
場
、
全
国
大
会
こ
そ
成
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
大
健
闘
で
し
た
。

到

国

『

潤

刈

会

倒

『

コー

ン‐

冽

―‐

ル

会
場
の
改
修
工
事
の
た
め
、
四
カ
月
遅
れ

で
十
月
十
八
日

（日
）
開
催
の
全
国
吟
道
大

会
の
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
男
子
で
初
入
賞

を
目
指
し
次
の
方
々
が
出
場
し
ま
す
。
岩
崎

龍
慶
顧
間
の
指
導
で
六
月
廿
三
日
よ
り
西
行

作

『至
善
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

健
吟
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

（丸
二
）
前
原
秀
泉
、
川
口
栄
三

（東
陽
町
）
勝
村
忠
三
、
橋
本
隆

一

｛ノヽ清隊
ざ珀
軒
麒
馳
泉（疎
鍬
輝
端
赫
行
山

（新
宿
）
奈
良
崎
應
泉

（鎌
ヶ
谷
）
柳
川
　
二父
司

一一幼次月
般般少の実地
三二年方施区
部部の々の予
部が東選
入京を
賞ヽ都勝
さ大ち

徳城林菅小れ会抜
本戸 原林まへい
順稲龍龍俊し出た
山風吾琴晴た場十

清ハ神丸東
ザ  陽
水マ田女町

大名
健が
闘
｀

で五

-2-



【私
の
心
に
残
る

一
詩
】
そ
の
十
七

常
任
顧
問
　
村
上
　
恒
風

不
尽
を
詠
め
る
歌

一
昔
　
島
部
　
赤
人

夭
地
の
　
分
か
れ
し
時
ゆ
　
神
さ
び
て

高
さ
貴
き
駿
汀
な
る
　
富
士
の
高
嶺
を

ス
の
原
　
振
り
鮭
さ
け
見
れ
ば

渡
る
日
の
影
も
か
く
ろ
い
　
照
る
月

の

た
も
見
え
ず
　
台
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り

時
じ
く
ぞ
雪
は
峰
り
け
る

語
り
つ
ぎ
言

い
つ
ぎ
行
か
む

富
士
の
高
機
は

及
歌

口
子
の
浦
ゆ
　
キ
ち
出
て
見
れ
ば

真
台
に
ぞ

富
士
の
高
機
に
　
雪
は
峰
り

つ
つ

詩
吟
を
始
め
て
間
も
な
く
の
頃
、
西
伊
豆

の
北
端
突
出
部
に
位
置
す
る
大
瀬
崎
付
近
の

小
高
い
山
上
に
富
士
山
展
望
の
絶
好
ス
ポ

ッ

ト
が
あ
る
と
聞
き
、
何
れ
訪
ね
た
い
と
思

っ

て
い
た
。

平
成
六
年
正
月
二
日
、
好
天
を
確
か
め
早

朝
ま
だ
暗
い
中
独
り
車
を
駆

っ
て
西
に
向

っ

た
。
明
け
方
大
瀬
崎
着
。
山
道
の
傍
ら
に
車

を
停
め
、
標
示
板
に
従

っ
て
登
る
こ
と
数
百

歩
、
山
上
の
平
坦
地
に
達
し
振
り
返

っ
て
大

空
を
見
上
げ
た
時
の
感
動
は
今
な
お
記
憶
に

新
し
い
。

た
な
び
く
雲
の
上
、
朝
日
に
輝
く
白
雪
の
、

霊
峰
富
士
を
仰
い
だ
時
の

「神
々
し
さ
」
に

一
瞬
息
を
の
み
全
身
に
し
び
れ
が
走
る
の
を

感
じ
た
。
眼
下
に
は
碧
い
駿
河
の
海
、
自
波

立
て
て
進
む
船
を
見
、
進
か
彼
方
に
田
子
の

浦
の
千
本
松
原
が
望
ま
れ
た
。
恰
も

一
幅
の

画
を
見
て
い
る
様
な
光
景
に
、
し
ば
し
時
を

忘
れ
て
棒
立
ち
に
な

っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
我
に
返
り
、
思
わ
ず
口
を

つ
い
て
出
て
き

た
の
が
、
そ
の
頃
ま
だ
習
い
た
て
の
、
山
部

赤
人
作

「
不
尽
を
詠
め
る
歌
」
だ

っ
た
。
そ

し
て
些
か
な
り
と
も
万
葉
人
と
心
を
共
に
す

る
こ
と
の
出
来
た
喜
び
を
噛
み
締
め
、
幾
度

と
な
く
こ
の
歌
を
回
ず
さ
み
乍
ら
山
を
下

っ

た
。昇

伝
審
査
を
受
審
し
て

鎌
ヶ
谷
　
町
井
　
澄
泉

好
転
に
恵
ま
れ
た
四
月
廿
六
日
、
昇
伝
審

査
を
受
審
し
ま
し
た
。

「平
泉
懐
古
」

「至

善
』
が
課
題
吟
と
し
て
与
え
ら
れ
、
教
場
で

ご
指
導
頂
い
た
こ
と
を
思
い
だ
し
な
が
ら
、

素
読
を
く
り
返
し
た
り
、
毎
日
通
勤
途
中
の

車
の
中
で
発
声
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

会
場
は
昨
年
と
同
じ
東
郷
記
念
館
で
し
た

が
今
回
は
、
美
し
い
庭
園
の
緑
を
眺
め
る
ゆ

と
り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
先
生
方
の

前
に
立
つ
と
心
臓
の
鼓
動
が
聞
こ
え
て
き
ま

篠 い

す
。　
一
つ
深
呼
吸
を
し
て
、
何
と
か
吟
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深
浦
先
生
か
ら

「全

体
的
に
よ
く
で
き
ま
し
た
。
日
の
開
閉
を
し

っ
か
り
と
」
と
の
講
評
を
頂
き
、
今
後
の
課

題
と
し
て
練
習
に
励
み
た
い
と
お
思
い
ま
す
。

吟
を
始
め
て
四
年
に
な
り
ま
す
が
、
仕
事

と
の
両
立
が
難
し
く
欠
席
す
る
こ
と
が
多
く
、

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

趣
味
の

一
つ
に
加
え
て
、
今
後
も
末
長
く
続

け
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
お
世
話
下
さ

っ
た
大
勢
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

吟
剣
詩
舞
道
連
盟

武
道
館
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル

昨
年
に
続
い
て
、
本
部
男
子
が

「平
泉
懐

古
』
大
槻
磐
渓
を
三
本
で
挑
戦
す
る
こ
と
と

な
り
、
千
代
田
か
ら
次
の
二
０
名
の
方
々
が

出
吟
と
決
ま
り
ま
し
た
。
五
月
十
七
日
か
ら

合
同
練
習
が
実
施
さ
れ
、
十

一
月
八
日
ま
で

猛
特
訓
が
続
き
ま
す
。
初
出
場
の
方
に
は
得

難
い
研
鑽
の
場
で
す
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

犬
飼
尭
泉
、
蒐
場
直

一

（丸
二
）
徳
本
順
山

松
田
好
泉
、
望
月
輝
泉

（清
水
）
粕
川
紘
山

宮
川
武
郎

（神
田
）
前
田
達
山
、
萩
原
晴
山

松
尾
洋
輔

天

ザ

マ
）
菅
原
克
風
、
伊
藤
浩
山

（錬
水
）
大
倉
明
泉
、
森
山
俊
雄

（丸
女
）

酒
井
帆
山
、
平
山
勢
泉
、
岡
部
禎
泉
、
出
水

田
鶴
泉
、
入
住
章
夫

（新
宿
）
植
村
太
山
、

○
新
任
副
教
場
町

（七
月

一
日
付
）

清
水
教
場
　
　
　
　
　
　
武
藤
　
孝
泉

-3-



【
新
会
員
紹
介

】

◇
鎌
倉
吟
詠
ク
ラ
ブ

（丸
ノ
内
第
二
）

大
津
　
弘
子
さ
ん

（八
月
入
会
）

明
治
安
田
生
命
の
Ｏ
Ｇ
で
す
。
五
月
の

明
和
会
支
部
総
会
で
初
め
て
実
現
出
来
た

詩
吟
の
披
露
と
、
会
員
募
集
の
ち
ら
し
配

布
で
詩
吟
に
関
心
を
も
た
れ
、
元
所
長
を

通
し
て
山
口
教
場
長

へ
入
会
の
意
向
を
話

さ
れ
、
鎌
倉
が
住
ま
い
に
近
い
と
い
う
こ

と
で
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
新
拠
点
発
足
の

効
果
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

◇
神
楽
坂
吟
詠
ク
ラ
ブ

（東
陽
町
）

原
田
　
直
秀
氏

（七
月
入
会
）

勝
村
代
表
の
紹
介
で
見
学
に
来
訪
、
続

く
焼
鳥
屋
で
の
歓
迎
会
で
入
会
を
決
意
し

ま
し
た
。
地
元
で
印
刷
会
社
を
経
営
す
る

か
た
わ
ら
当
地
の
顔
役
と
し
て
東
奔
西
走
、

席
の
温
ま
る
暇
の
な
い
多
忙
な
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。
声
は
ド
ス
の
効
い
た
響
き
が

あ
り
磨
け
ば
素
晴
ら
し
い
吟
声
に
な
る
こ

と
請
合
い
で
す
。
目
下
許
渾
の

「秋
思
」

に
挑
戦
、
温
習
会
目
指
し
て
奮
闘
中
で
す
。

◇

ハ
ザ
マ
教
場

横
山
　
裕
子
さ
ん

（五
月
入
会
）

趣
味
は
詩
吟
と
剣
詩
舞
で
す
。
詩
吟
は

少
し
習

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
岳
精
流
の

諸
先
生
方
、
ま
た
会
員
の
皆
様
の
お
人
柄

に
接
し
、
剣
詩
舞
の
金
子
先
生
の
お
勧
め

も
あ
り
入
会
致
し
ま
し
た
。
今
後
努
力
し

ま
す
の
で
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

山
根
　
敏
明
氏

（九
月
入
会
）

大
学
と
職
場
の
後
輩
の
松
尾
氏
か
ら
千

代
田
岳
精
会
の
事
を
知
り
、
腹
の
底
か
ら

声
を
出
す
詩
吟
は
、
老
化
を
防
ぎ
元
気
に

好
き
な
ゴ
ル
フ
を
永
く
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。
と

言

っ
て
も
詩
吟
は

「鞭
声
粛
々
…
」
を
聞

き
覚
え
が
あ
る
程
度
の
、
全
く
ゼ
ロ
か
ら

で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
丸
の
内
女
子
教
場

関
根
　
千
明
氏

（六
月
入
会
）

名
前
の
通
り
明
る
く
素
直
な
男
子
で
す
。

趣
味
も
多
彩
で
、
今
、　
一
番
夢
中
に
な

っ

て
い
る
の
は
北
区
長
賞
を
三
度
も
ら

っ
た

腕
前
の
写
真
だ
そ
う
で
す
。
元
職
場
の
森

山
先
輩
の
熱
心
な
勧
め
で
趣
味
の

一
つ
に

と
入
会
。
現
在
、
持
病
の
腰
痛
で
新
宿

ヘ

通
う
の
も
大
変
な
様
で
す
が
、　
一
日
も
早

く
皆
様
と

一
緒
に
吟
じ
ら
れ
る
よ
う
頑
張

る
と
の
こ
と
で
す
。

◇
新
宿
教
場

小
椋
　
紹
也
氏

（五
月
入
会
）

酒
井
教
場
長
と
、
三
菱
化
学
同
期
入
社

の
小
椋
紹
也

（
つ
ぎ
や
）
さ
ん
を
ご
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

長
い
間
、
ジ
ャ
イ
カ
の
仕
事
で
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
住
ま
い
で
し
た
が
、
二
年
前

に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
悠
々
自
適

の
毎
日
を
送

っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仲
間
と
の
歌
の
会
で
も

ご
活
躍
と
か
。

川
辺
久
美
子
さ
ん

（六
月
入
会
）

漢
詩
を
学
び
た
く
入
会
し
ま
し
た
。

声
も
出
ず
前
途
多
難
、
ま
し
て
皆
様
の
前

で
吟
ず
る
な
ど
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
が
、

諸
先
輩
方
の
味
の
有
る
吟
に
接
し
て
、
限

り
あ
る
人
生
、
吟
ず
る
こ
と
で
心
豊
か
に

過
ご
せ
た
ら
素
敵
な
こ
と
と
頑
張

っ
て
み

ま
す
。
皆
様
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
宗
我
部
　
友
親
氏

（八
月
入
会
）

ど
こ
か
で
聞
い
た
名
前
？
そ
う
。
戦
国

時
代
に
四
国
を
制
覇
し
、
関

ヶ
原
の
合
戦
、

大
阪
の
陣
で
徳
川
に
敗
れ
た
、
あ
の
長
宗

我
部
家
の
末
裔
で
す
。
友
親
氏
の
祖
父
が
、

一
族
に
伝
わ
る
兵
法
を
基
に

「水
心
流
」

と
い
う
剣
詩
舞
を
興
し
て
宗
家
に
。
そ
の

関
係
で
詩
吟
に
興
味
を
持
ち
、
入
会
し
た
。

友
親
氏
は
、
共
同
通
信
の
経
済
部
長
も

務
め
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
今
は

「企
画

の
庭
」
の
代
表
取
締
役
。
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

「そ
ら
飛
ぶ
庭
」
を
見
る
と
連
載
、
随
筆

な
ど
満
載
。
多
才
、
多
忙
振
り
が
分
か
る
。

〓
編
〓
集
〓
後
〓
記
〓

集
中
豪
雨
と
龍
巻
、
異
常
な
長
梅
雨
で
日

照
不
足
か
ら
、
農
作
物
の
不
作
が
懸
念
さ
れ

る
夏
、
東
海
地
方
は
大
き
く
揺
れ
て
大
地
震

の
予
兆
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
異

常
事
象
が
続
き
ま
す
。
人
智
の
及
ば
な
い
自

然
現
象
と
は
申
せ
、
自
然
と
の
調
和
を
考
え

な
い
人
間
の
欲
望
が
遠
国
の

一
つ
で
は
な
い

と
言
い
切
れ
な
い
気
が
し
ま
す
。

各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
温
習
会
の
準
備
は
、

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
教
場
で
磨
い
た
吟

を
精

一
杯
披
露
す
る
温
習
会
の
本
来
の
姿
が

千
代
田
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
土
台
と
な
る

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　

（八
田
）

◆
司
欄
「
咽
馴
州
引
側
ヨ
ヨ

平
成
廿

一
年
五
月
廿
七
日
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
八
六
歳
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

◆
コ
瓢
「
却
劉
倒
Ｎ
月
翻
「
翻
製
「
「
「

平
成
廿

一
年
八
月
四
日
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
八
二
歳
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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